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銀河系構造トレーサーとしてのレッドクランプ
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中田 好一

東京大学・木曽観測所

レッドクランプ(Red Clump) 

＝ 中心核ヘリウム燃焼期にある中小質量星（M<8Mo）の総称
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絶対等級は－１～０等

球状星団、銀河系バルジ、太
陽系近傍、マゼラン雲、矮小
銀河で同じ明るさ（らしい）

標準光源！
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星形成１Moにつき何個のRC星が現在存在するか

－－－－ 年齢とメタル量による変化 (Girardi/Salaris2001)

N=誕生１Mo当たりのRC数
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と1Gyr時点でのメタルのRCが支配的になる。

MI
RCの年齢とメタル量による変化

レッドクランプの色等級図
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太陽近傍レッドクランプ星の絶対等級

Paczynski/Stanek 1998

ヒッパルコスの視差誤差＜１０％

の６６４星

ーー＞

MI,m＝－０.１８５±０.０１６

太陽近傍のレッドクランプ星

補正（１）： 明るい星は遠くても

誤差が小さい。

MI,m＝－０.１2５±０.０１9

補正（２）： 星間減光 AI=1.75/kpc

MI,m＝－０.279±０.０88
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V-I (LMCレッドクランプ）分布
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Distance Modulus 分布
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左図の座標系は下のように設定

0600-71  Error<0 .15

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

-1 -0.5 0 0.5 1 1.5 2 2.5 3
V-I

I

–1 0 1 2 3
24
23
22
21
20
19
18
17
16
15
14
13
12
11

V–I

I

SA92

マゼラン雲可視光カタログ

選択領域SA92（木曽観測所）

銀河系ハローのレッドクランプ

選択領域は測光観測のゼロ点決定のため、
毎晩観測される。沢山のデータがあり、１年
経つと公開される。

もったいない！
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SA92b 方向の密度変化
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